
令和6年度 上田市立真田中学校 学校自己評価シート

学校教育目標 めざす子どもの姿 総 合 評 価

<かりがね精神> ・自ら意欲的に学ぶ生徒 ・豊かな心を育む生徒
・磨き合う知性 ・進んで身体を鍛える生徒 ・命を大切にする生徒
・感じ合う心
・鍛え合う身体 本年度の重点目標
・見つめ合う命

『自ら』をキーワードに。
学びを創る 自分を創り仲間を創る 地域とともに学校を創る

◇ 評価基準 A･･･達成できた／ B･･･おおむね達成できた／ C･･･やや達成できなかった／ D･･･達成できなかった

領 評 価
評価項目 評価の観点 成果と課題 改善策・向上策

域 A B C D

①生徒の疑問や発見をもとに、授業を創りあげてい ○生徒の疑問や自身の必要感を 0 59 41 0 ・振り返りの場面を充実させ、次
るか。（生 徒の声やつぶやきを拾い、授業をファシ 課題の中心に据えることができ ％ ％ ％ ％ 時へ疑問や意欲を繋げていけるよ

授業改善 リテートする。） た。 うな工夫をしていく。
●知識や技能を定着させる場面 ・生徒が進んで基礎的基本的な知
では難しさを感じた。 識や技能を身につける活動に取り

の推進 組めるよう配慮する。

②自分と違う見方や考え方から自分の考えを深め ○友の考えを聴き、新たな学び 0 71 29 0 ・生徒が学ぶ過程で、友とどのよ
教 る指導が できたか。（自分の考えをもつ、疑問を見 を得る姿が見られた。 うに関わり、どのように学びを深

つける、友の考え を聴く〈受けとめる〉、自分との違 ●意見の共有にとどまり、考え めているのか把握する。
育 いを見つける、評価する） を深めるところまでいかないこ ・グループでの学習を位置づけ、

とがあった。 発言の仕方や場面を工夫する。
活

③生徒が困り感をメタ認知できるように支援し、解 ○振り返りシートを活用して、 0 59 35 6 ・振り返りの時間を大切にして、
動 決の見通 しをもたせることができたか。（書く、伝 学習の見通しを持って取り組め 生徒とコミュニケーションがとれ

える） るよう支援することができた。 るようにする。
●教師が生徒の困り感を把握す ・振り返りカードを工夫すると同
ることができたが、生徒自身が 時に、個々の生徒が単元のはじめ
自覚するまでには至らなかった。 に、学習の見通しを持てるように

する。

①気持ちの良いあいさつで始まり、あいさつで終わ ○教師から生徒へ、進んであい 47 35 12 6 ・生徒会を中心に、あいさつを全
誰にとって ることが できているか。 さつをすることができた。 校に広げていく活動を行う。

○時間のけじめをつけることを ・生徒も職員も、たがいに気持ち
も居心地の 意識してあいさつできた。 の良いあいさつが出るよう、行動

●年々生徒のあいさつが低調に に余裕をもつ。
よい学校づ なって来ているように感じる。

くり ②ソーシャルスキル（相手の良さに気付く、認める、 ○授業や様々な活動場面で、個々 18 58 18 6 ・対話的な活動を通して、生徒同
思いやる） を生徒も教師も高めることができたか。 の頑張りや成長する姿を認め、 士でも互いに理解を深め合ったり、

励ますことができた。 良さをみとめあったりできる場を
●相手の良さに気付く、認める、 設ける。
思いやるという点で不十分さを ・良さが見られたときには、その
感じた。 都度本人に伝えることを継続し て

いく。

③感謝（仲間、地域の方、校舎や道具、自然などに） ○部活動や生徒会活動で協力し 23 59 18 0 ・道徳の授業や学活で、公共物の
の気持 ちを育てる指導ができたか。 合いながら活動する姿が見られ 扱いや礼儀などについて考え合っ

たり、陰で貢献する友の姿を知 ていく。
らせたりすることができた。 ・地域の方との交流が増えてきて
○学校ボランティアの方々へ感 いるので、今後もボランティアの
謝のメッセージを書いた。 方々に感謝の気持ちを伝える活動
●給食の食器や清掃用具を乱雑 を継続していく。
に扱う姿が見られる。

④生徒会や地域とタイアップした「楽しい学校づく ○全校の取り組みなどで、生徒 12 70 12 6 ・カルチャークラブや放課後学習
り」を行 うことができたか。 会が中心となり、生徒が活躍す 会の良さをさらに広げ、参加生徒

る場が増えた。 を増やして行く。
○カルチャークラブや放課後学
習等で生き生き学ぶ生徒の姿が
とてもよい

①地域の方々と目標やビジョンを共有することがで ○真田中生を語る会が良い機会 0 59 35 6 ・地域の中で子どもたちを育てる
きたか。 となり、地域の学校としての真 意識を大切にしながら、地域の方々

地域ととも 田中や生徒の様子について地域 の願いや思い、学校としての考え
の方々と意見交換できた。 などを伝え合い、次年度の活動を

にある学校 ●地域の方々と交流する機会は 準備していく。
あるものの、ビジョンを共有す ・地域の方々の声にしっかり耳を
るのは難しい。 傾ける姿勢で、教育活動を充実さ

せる。

②コミュニティースクールの取り組みを活かした、学 ○コミュニティースクールが活 12 53 29 6 ・部活動の地域移行に関して、学
校が核に なる持続可能な地域社会づくりができ 発に運営されていて地域の方が 校、保護者、地域がよく話合い、
たか。（自治会活動 への協力、福祉・ボランティア 学校にいてくださる時間が増え 前に進めていきたい。
活動の推進、部活動の地域 移行を踏まえたさな ていてよいと思う。 ・自治会（地域）の行事へ、今後
だスポーツクラブとの連携） ○真田スポーツクラブとの連携 も積極的に参加できるよう、呼び

がよくできた。 かけていく。
●学校が核になるというより、
学校の活動を持続可能にするた
めに地域の力を借りている部分
が大きい。

③「食育」「サルビアつくり」「カルチャークラブ」など ○伝統のサルビアも受け継がれ、 24 58 18 0 ・食育やサルビアつくり、カルチ
の特色 ある教育活動を通して、子ども大人も学び カルチャースクールも地域の方 ャークラブなどの様子を地域に積
合い育ち合う学 校づくりができたか。 と交流をしながら、真田中の良 極的に発信し、さらに理解を深め

さを学ぶことができた。 てもらうと共に、協力をお願いす
○真田中の特色ある活動を地域 る。
の方々と協力して進めることが ・伝統的であったり、真田中の特
できた。 色であったりする活動は継続した

いが、生徒や教職員の負担も考慮
したい。
・生徒からの発想で活動を企画し
たい。

①地域と連携し、特色ある教育活動の充実に努め ○ボランティアの方々には、様々 24 53 23 0 ・良さや特色を継続させていく。
学 家庭や地域 ているか。 （学校運営委員会・学習支援ボランティ な面で生徒や学校を支えていた ・ボランティアの皆さんの活躍を
校 と連携した ア・ＰＴＡ等） だきありがたかった。 地域に発信し、地域との連携をさ
運 学びの場の ○地域と学校が協力して取り組 らに深めていく。
営 創造 んだ活動が、よりよい真田中に

つながっている。
●地域の方々に任せっきりにな
っているところもある。

②地域に開かれた、また、地域に信頼される学校づ ○定期的な学校だよりの発行、 35 53 12 0 ・魅力ある学年経営、学級経営に
くりに努 めているか。(HPの発信・各種通信の発 ＨＰのこまめな更新、適切なメ 努める。
行・学年学級PTA） ールでの連絡など、学校に関わ ・今後も積極的に学校から情報を

る情報がきちんと保護者、地域 発信すると同時に、地域や保護者
に伝わっている。 の方々からもご意見を伺っていき
●授業参観、学級学年PTAへの たい。
参加が少ない。


